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私たちの路線（マイレール）
吉都線で行こう！
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新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

9
月
24
日
の
市
長
選
挙
の
結
果
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
信
任
を
得
て
、
引
き
続
き
市
政

運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
、
責
任

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
4
年
間
を
集
大
成
と
位
置
付

け
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
地
方
創
生
の

計
画
を
実
現
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
成
果
を

実
感
で
き
る
三
期
目
に
し
た
い
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

働
く
場
を
確
保

　

え
び
の
市
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
と
し
て
、

人
口
の
減
少
と
人
口
構
造
の
変
化
が
あ
り
ま

す
。
若
者
の
雇
用
創
出
の
場
と
な
り
、
人
口

減
少
解
消
に
つ
な
げ
る
た
め
、
交
通
の
要
衝

で
あ
る
え
び
の
市
の
持
っ
て
い
る
力
を
も
っ

と
引
き
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雇
用
創
出
の
た
め
に
、
産
業
団
地
を
整
備
し
、

企
業
誘
致
を
実
現
し
ま
す
。
同
時
に
、
地
元

企
業
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
雇
用
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
も
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新

設
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
起
業
家
支
援
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
の
振
興

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
機
関
と
結
束
し
て
継

続
し
て
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
6
次
産
業

化
の
推
進
や
新
し
い
販
路
の
拡
大
、
園
芸
果

樹
の
強
化
、
家
畜
の
増
頭
や
規
模
拡
大
へ
の

支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
え
び
の
産
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
技
術
継
承
を
推
進
す
る
こ
と
で
さ
ら
な

る
農
家
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

観
光
の
産
業
化
を
目
指
し
、
観
光
協
会
や

温
泉
旅
館
組
合
等
と
連
携
し
て
新
た
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
や
温
泉
に

恵
ま
れ
て
観
光
業
も
盛
ん
で
す
が
、
収
入
の

向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
が
積

極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
頑
張
れ
ば

収
入
が
上
が
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。

定
住
・
交
流
人
口
の
拡
充

　

え
び
の
市
は
、
豊
か
な
自
然
や
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
、
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
観
光
資
源
や
観
光
施
設
を
整
備
し
、

観
光
列
車
の
誘
致
を
図
り
、併
せ
て
、シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
や
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
農
家
民
泊
の
拡
充
や
外
国
人
観
光

客
の
受
け
入
れ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
新
設
に
力
を
入
れ
、
定
住
人
口
・

交
流
人
口
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実

　

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
も
、
30
人
学
級
の
導
入
や
第
3
子
以
降
の

保
育
料
無
料
化
、
中
学
校
ま
で
の
医
療
費
助

成
な
ど
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
妊
婦
サ

ポ
ー
ト
事
業
・
妊
婦
手
当
て
の
新
設
や
学
校

施
設
の
整
備
、
遠
隔
合
同
授
業
の
導
入
を
行

い
、
環
境
の
充
実
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
飯
野
高
校
存
続
の
支
援
や
、
条
件

付
き
奨
学
金
貸
与
制
度
の
導
入
も
実
施
し
ま

す
。

地
域
福
祉
の
充
実

　

こ
れ
ま
で
、
百
歳
体
操
の
普
及
や
要
支
援

者
見
守
り
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
、
西
諸
地
域
3
市
町
の
連

携
を
深
め
、
地
域
医
療
連
携
体
制
を
確
立
し
、

市
民
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
治
会
と
も
連

携
を
深
め
、
地
域
活
動
の
活
性
化
に
努
め
ま

す
。

　

三
期
目
に
あ
た
り
、
今
ま
さ
に
手
応
え
と

確
実
な
未
来
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
と
築
き
上
げ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
今
ま
で
以
上
の
成

果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
え
び
の
市
に
な
る
よ
う
、
4
年
間
尽

力
し
ま
す
。
と
も
に
明
る
い
未
来
を
切
り
開

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生年月日：昭和 37 年 12 月 5 日
最終学歴：昭和 60 年 3 月近畿大学理工学部卒業
経歴：平成 11 年 11 月にえびの市議会議員に初当選
し、平成 21 年 9 月まで 3 期市議会議員を務める。また、
えびの市青年連絡会議議長、えびの青年会議所理事
長、加久藤中学校 PTA 会長、飯野高等学校 PTA 会長
も歴任。平成 21 年にえびの市長に初当選し、現在 3
期目を務める。

えびの市長　村
む ら お か た か あ き

岡隆明

～
三
期
目
の
ス
タ
ー
ト
～
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新
生
え
び
の
市
議
会
始
動

市
政
発
展
を
目
指
し
ま
す

　

9
月
24
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
え
び
の
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
、
新
し

い
市
議
会
議
員
15
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
選
し
た
議
員
の
任
期
は
、
平
成
29
年
9

月
26
日
か
ら
平
成
33
年
9
月
25
日
の
4
年
間

で
す
。
今
後
4
年
間
、
議
案
等
を
審
議
す
る

本
会
議
や
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
な
ど

に
出
席
し
、
市
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
な
事

柄
を
審
査
・
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

当
選
証
書
付
与

　

9
月
25
日
、
市
役
所
本
庁
で
、
当
選
し
た

市
議
会
議
員
に
対
し
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
中
馬
越
一
馬
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
与
後
、
中
馬
越
委
員
長
は
、「
市
を
取

り
巻
く
環
境
は
よ
り
厳
し
く
な
り
、
課
題
が

山
積
み
で
す
。
一
人
一
人
の
英
知
を
結
集
し

て
、
え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
4
年
間
力
を

尽
く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

議
長
・
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　

市
議
会
議
員
改
選
後
、
初
め
て
の
臨
時
会

が
10
月
3
日
に
開
か
れ
、
議
長
と
副
議
長
な

ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
、
議
長

に
上
原
康
雄
氏
、
副
議
長
に
北
園
一
正
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
紹
介

氏
名
、
地
区
／
年
齢
／
党
派
／
期
数 

※
番
号
は
議
席
番
号

上う
え
は
ら原 

康や
す
お雄

飯
野
麓
／
61
歳
／
無
所
属
／

4
期金か

ね
だ田 

輝て
る
こ子

上
上
江
／
67
歳
／
無
所
属

／
1
期

小こ
ひ
が
し東 

和か
ず
ふ
み文

南
岡
松
／
65
歳
／
無
所
属

／
2
期

北き
た
ぞ
の園 

一か
ず
ま
さ正

今
西
／
73
歳
／
無
所
属
／

3
期西に

し
は
ら原 

政ま
さ
ふ
み文

下
島
内
／
62
歳
／
日
本
共

産
党
／
6
期

小こ
み
や宮 

寧や
す
こ子

中
上
江
／
45
歳
／
公
明
党

／
1
期

吉よ
し
ど
め留 

優ゆ
う
じ二

上
上
江
／
51
歳
／
無
所
属

／
1
期

中な
か
や
ま山 

義よ
し
ひ
こ彦

坂
元
／
69
歳
／
無
所
属
／

1
期

遠と
お
め
つ
か

目
塚 

文あ
や
み美

東
原
田
／
41
歳
／
無
所
属

／
2
期

田た
ぐ
ち口 

正ま
さ
ひ
で英

上
浦
／
67
歳
／
無
所
属
／

2
期竹た

け
な
か中 

雪ゆ
き
ひ
ろ宏

西
長
江
浦
上
／
62
歳
／
無

所
属
／
4
期

蔵く
ら
ぞ
の園 

晴は
る
み美

下
島
内
／
68
歳
／
無
所
属

／
7
期

栗く
り
し
た下 

政ま
さ
お雄

西
長
江
浦
下
／
75
歳
／
無

所
属
／
9
期

西に
し
は
ら原 

義よ
し
ふ
み文

苧
畑
／
69
歳
／
無
所
属
／

5
期 松ま

つ
く
ぼ窪 
ミ
ツ
エ

今
西
／
68
歳
／
幸
福
実
現

党
／
2
期

　

45
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利
用
者
が
激
減　

　

え
び
の
市
の
中
央
を
東
西
に
走
る
吉
都

線
。
今
年
の
7
月
31
日
に
Ｊ
Ｒ
か
ら
「
路
線

別
利
用
状
況
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
吉
都
線
の
平
均
通
過
人
数
は
、

１
日
４
６
６
人
で
す
。
昭
和
62
年
に
は
、
平

均
通
過
人
数
は
、
１
５
１
８
人
で
し
た
。
30

年
間
で
約
3
分
の
1
に
ま
で
減
少
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

都
市
部
に
比
べ
、
駅
か
ら
自
宅
や
目
的
地

ま
で
が
遠
い
、
交
通
手
段
が
な
い
等
の
理
由

で
、
自
動
車
の
利
用
が
増
え
た
こ
と
、
人
口

減
少
や
少
子
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

利
用
者
の
声

　

午
前
7
時
前
に
な
る
と
高
校
へ
通
う
生
徒

や
病
院
へ
行
く
高
齢
者
な
ど
が
駅
の
ホ
ー
ム

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
京
町
温
泉
駅
や
え
び

の
飯
野
駅
に
は
30
人
か
ら
40
人
の
人
だ
か
り

が
で
き
ま
す
。

　

吉
都
線
を
利
用
し
て
い
る
人
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

○
病
院
に
通
う
た
め
に

　

80
歳
代
の
女
性
は
「
小
林
の
病
院
に
通
う

の
に
吉
都
線
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
1
カ
月

に
1
回
で
す
。
家
か
ら
駅
ま
で
は
、
少
し
で

も
運
動
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
歩
い
て
い
ま

す
。
吉
都
線
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
交
通
手
段
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

○
介
護
を
す
る
た
め
に

　

60
歳
代
の
女
性
は
「
親
の
介
護
を
す
る
た

め
に
週
に
１
日
程
度
、
小
林
か
ら
京
町
ま
で

私たちの路線（マイレール）

吉都線で行こう！

地元住民がコスモスを植えておもてなしを演出しています（京町温泉駅）



9  8広報 平成29年10月号

通
っ
て
い
ま
す
。
列
車
で
通
い
続
け
て
約
3

年
に
な
り
ま
す
。
私
は
、
以
前
都
市
部
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
自
動
車
運
転
免
許
の
更
新

の
時
期
に
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

と
、
都
市
部
で
の
生
活
で
は
自
動
車
の
必
要

性
が
な
か
っ
た
の
で
、
免
許
の
更
新
を
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
は
自
動
車
の
運
転
が
で
き

な
い
の
で
、
吉
都
線
は
大
事
な
交
通
手
段
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

○
温
泉
を
利
用
す
る
た
め
に

　

京
町
温
泉
に
通
っ
て
い
る
女
性
は「
私
は
、

1
週
間
に
2
日
か
ら
3
日
、
京
町
温
泉
に
入

り
に
き
て
い
ま
す
。
自
動
車
運
転
免
許
を

持
っ
て
い
な
い
の
で
、
吉
都
線
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
運
行
し
て
い
る
便
数
が
少
な
い
の

で
時
間
を
合
わ
せ
る
の
が
大
変
で
す
が
、
運

賃
が
安
い
し
、
時
間
が
か
か
ら
な
い
の
で
利

用
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

○
通
学
の
た
め
に

　

飯
野
高
校
へ
通
う
生
徒
た
ち
は
「
高
校
へ

入
学
し
て
か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。
通
学
以

外
は
吉
都
線
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
高

校
へ
通
う
の
に
は
便
利
で
す
。
通
学
時
間
が

短
い
の
で
利
用
し
や
す
い
で
す
。
吉
都
線
が

な
く
な
る
と
困
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
飯
野
高
校
生
の
約
4
割
は
、
吉
都
線
を

利
用
し
て
通
学
し
て
お
り
、
廃
線
に
な
っ
て

し
ま
う
と
通
学
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

自
分
た
ち
の
路
線
と
し
て
利
用

　

現
在
、
吉
都
線
を
利
用
し
て
い
る
の
は
、

高
校
生
や
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
吉
都

線
を
利
用
し
て
い
る
人
の
中
に
は
、
運
行
本

数
の
少
な
さ
な
ど
に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
る

人
も
い
ま
す
が
、共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、

生
活
す
る
う
え
で
大
切
な
交
通
手
段
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
吉
都
線
を
利
用
す
る
機
会
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。人
口
減
少
と
と
も
に
、

さ
ら
に
利
用
者
は
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
吉
都
線
は
ま
さ
に
廃
線
の
危

機
に
瀕
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

廃
線
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
陳
情
や
要
望
な

ど
を
行
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
が
、
ま

ず
は
市
民
が
吉
都
線
を
か
け
が
え
の
な
い
自

分
た
ち
の
路
線（
マ
イ
レ
ー
ル
）と
い
う
意
識

で
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か
け
や
買
い
物
、
温

泉
へ
行
く
と
き
な
ど
、
機
会
を
作
っ
て
吉
都

線
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
に
１
～
２

回
の
利
用
を
心
が
け
る
だ
け
で
大
き
な
成
果

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

吉
都
線
沿
線
自
治
体
で
構
成
す
る
Ｊ
Ｒ
吉

都
線
利
用
促
進
協
議
会
で
は
、
平
成
29
年
度

よ
り「
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
利
用
促
進
助
成
事
業
」を

始
め
ま
し
た
。
吉
都
線
沿
線
の
小
中
学
校
・

育
成
会
・
自
治
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
、

遠
足
や
社
会
見
学
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流

事
業
に
伴
っ
て
利
用
す
る
吉
都
線
区
間
内
の

運
賃
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
、

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課 

政
策
係

☎
35
‐
３
７
１
２（
直
通
）

事業名 JR 吉都線利用促進助成事業

助成対象団体

JR 吉都線沿線自治体の小学校、中学校、保
育園、幼稚園、認定こども園、育成会、自治会、
スポーツ少年団、部活動、PTA 等で子ども
が８人以上（原則として保護者が同伴する
もの）。

助成額

JR 吉都線の区間（吉松駅～都城駅）の乗車
運賃とし、1 団体につき上限５万円。予算
に達し次第終了となります。往復での利用
も対象です。

■表  JR 吉都線利用促進助成事業

朝の京町温泉駅の風景（午前 7 時ごろ）

トンネルがない吉都線からはいろんな表情の霧島連山を見ることができます



11  10広報 平成29年10月号

腎
臓
か
ら
考
え
る
健
康
の
こ
と

京町共立病院　腎臓専門医

　　　　　 　　　薗田 和弘 先生

　腎臓病は初期段階の自覚症状がほとんどなく、自

分ではなかなか気づくことができません。病気がか

なり進行すると、腎機能の回復が見込めなくなり、

透析などを受けなければいけなくなります。

　悪くなった腎臓の代わりに透析があるから大丈夫

だと思われる人もいるかもしれませんが、透析が必

要な状態は、合併症のリスクが高い状態です。感染

症にかかりやすく、動脈硬化の進行による脳梗塞や

心筋梗塞、心不全の恐れもあります。透析は腎臓の

代わりはできても、脳や心臓の代わりはできません。

　早期発見ができれば、病気の進行を遅らせるため

の対策がたてられます。普段の生活習慣を見直し、

早期発見のために定期健診を受けて自分の体のこと

を知りましょう。

　

普
段
の
生
活
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病

に
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
が

原
因
で
引
き
起
こ
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
の
一
つ
が
腎
臓
病
で
す
。
生
活
習
慣
病

か
ら
く
る
腎
臓
病
は
、
少
し
の
意
識
と
定
期

的
な
健
診
で
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。
今
回

は
、
腎
臓
病
に
つ
い
て
知
り
、
自
分
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

腎
臓
の
働
き
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

腎
臓
は
、
腰
の
あ
た
り
に
左
右
に
1
つ
ず

つ
あ
り
、
そ
ら
ま
め
の
よ
う
な
形
を
し
た
握

り
こ
ぶ
し
く
ら
い
の
大
き
さ
の
臓
器
で
す
。

　

腎
臓
に
は
、
ネ
フ
ロ
ン
（
糸
球
体
と
尿
細

管
）
と
呼
ば
れ
る
ろ
過
装
置
が
あ
り
、
血
液

を
ろ
過
し
ま
す
。
ろ
過
さ
れ
た
老
廃
物
は
、

尿
と
し
て
排
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

腎
臓
に
は
次
の
よ
う
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

・
塩
分
と
水
分
の
排
出
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
で
血
圧
を
調
節
す
る

・
骨
髄
の
中
の
細
胞
に
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し

て
刺
激
を
与
え
、
血
液
を
作
る
の
を
促
す

・
体
内
の
体
液
量
や
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
調

整
、
体
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
取
り
込
む

・
カ
ル
シ
ウ
ム
を
体
内
に
吸
収
さ
せ
る
の
に

必
要
な
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
作
る

　

こ
の
よ
う
に
、
腎
臓
は
体
を
正
常
な
状
態

に
保
つ
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

腎
臓
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

腎
臓
病
は
、
腎
臓
に
あ
る
ろ
過
装
置
（
糸

球
体
や
尿
細
管
）
が
悪
く
な
る
こ
と
で
、
腎

臓
の
働
き
が
低
下
す
る
病
気
で
す
。

　

腎
臓
病
に
か
か
る
原
因
は
、
腎
臓
の
部
位

に
炎
症
が
起
き
る
腎
炎
な
ど
の
腎
臓
自
体
に

問
題
が
起
き
て
病
気
に
な
る
も
の
や
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
の
腎
臓
以
外
の
病
気
が
原

因
と
な
っ
て
起
こ
る
も
の
な
ど
種
類
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　

ま
た
、
急
性
と
慢
性
が
あ
り
ま
す
。
急
性

の
腎
臓
病
は
症
状
が
急
激
に
出
て
あ
っ
と
い

う
間
に
腎
機
能
が
低
下
し
ま
す
が
、
多
く
は

治
療
に
よ
っ
て
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

慢
性
の
腎
臓
病
は
、
ゆ
っ
く
り
静
か
に
進

行
し
ま
す
。
慢
性
の
腎
臓
病
は
、
高
血
圧
や

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
原
因
で
、
腎

臓
の
毛
細
血
管
が
徐
々
に
傷
む
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。

　

慢
性
の
腎
臓
病
は
、
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
末
期
に
近
く
な

る
ま
で
気
づ
か
な
い
ま
ま
、
多
く
の
場
合
は

腎
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
る
腎
不
全
へ
と
進

み
ま
す
。
腎
機
能
が
低
下
し
、
末
期
腎
不
全

に
な
る
と
、
透
析
な
ど
の
代
替
治
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

現
れ
る
危
険
な
サ
イ
ン

　

腎
機
能
の
低
下
が
進
行
す
る
と
、「
尿
が

泡
立
つ
」、「
変
わ
っ
た
色
の
尿
が
出
る
」、「
疲

れ
や
す
い
」、「
む
く
み
を
感
じ
る
」、「
貧
血

や
立
ち
く
ら
み
が
増
え
る
」
な
ど
の
症
状
が

出
て
き
ま
す
。
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
症
状

に
気
づ
い
た
時
に
は
す
で
に
病
気
が
か
な
り

進
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
て
い
る
だ
け
で

は
早
期
発
見
が
難
し
い
の
が
こ
の
病
気
の
特

徴
で
す
。

　

し
か
し
、
特
定
健
診
検
査
項
目
の
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
値
（
血
液
検
査
）
と
タ
ン
パ
ク

尿
の
有
無
で
早
期
発
見
が
可
能
で
す
。

え
び
の
市
の
現
状

　

平
成
28
年
度
は
、
市
内
の
国
民
健
康
保
険

の
人
で
透
析
を
し
て
い
る
人
が
29
人
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
糖
尿
病
が
13
人
（
46
・
４
％
）、

高
血
圧
症
が
26
人
（
92
・
９
％
）、
高
尿
酸

血
症
が
12
人
（
42
・
0
％
）、
脂
質
異
常
症

が
10
人
（
35
・
7
％
）
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
合

併
症
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

市
国
民
健
康
保
険
の
外
来
の
1
件
あ
た
り

の
医
療
費
は
、
脂
質
異
常
症
、
脳
血
管
疾
患
、

心
疾
患
が
そ
れ
ぞ
れ
県
内
で
5
位
、
腎
不
全

が
6
位
と
、
腎
臓
病
に
な
る
危
険
因
子
の
あ

る
も
の
が
県
内
で
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

手
遅
れ
に
な
る
前
に
見
直
そ
う
！

　

腎
臓
は
、
毛
細
血
管
が
集
ま
っ
た
臓
器
で

あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
血
管
が
傷

む
と
機
能
が
落
ち
て
い
き
ま
す
。
腎
臓
を
守

る
た
め
に
は
、
そ
の
原
因
と
な
る
も
の
を
一

つ
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特

に
原
因
と
な
り
や
す
い
高
血
圧
や
糖
尿
病
を

治
療
中
の
人
は
、
し
っ
か
り
治
療
し
、
血
圧

や
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
人
も
日
常
の
中
で

次
よ
う
な
こ
と
に
気
を
配
り
な
が
ら
生
活
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
喫
煙
や
飲
酒

　

喫
煙
や
過
度
の
飲
酒
は
病
気
の
危
険
因
子

と
な
り
得
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
肥
満
の
予
防

　

肥
満
に
な
る
と
、
腎
臓
に
流
れ
る
血
液
量

が
増
え
、
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
塩
分
や
脂

質
の
と
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
な
運
動

　

糖
尿
病
や
高
血
圧
の
発
症
を
抑
え
、
適
正

な
体
重
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
適
度
に
運

動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　

夜
更
か
し
や
無
理
な
残
業
に
よ
る
過
労
を

避
け
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
の
生
活
を
少
し
ず
つ
見
直
し
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
腎
臓
病
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
腎
臓
病
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に

は
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
市
で
は
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
定
健
診

を
受
け
た
人
が
糖
尿
病
や
高
血
圧
等
で
重
症

化
し
な
い
よ
う
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
訪
問

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
て
自
分

の
体
を
知
り
、
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係

☎
35
‐
１
１
１
６（
直
通
）

生
活
習
慣
の
見
直
し
が
健
康
へ
の
第
一
歩

疾病 県内順位

糖尿病 11 位／ 26 位

高血圧症 16 位／ 26 位

脂質異常症 5 位／ 26 位

脳血管疾患 5 位／ 26 位

心疾患 5 位／ 26 位

腎不全 6 位／ 26 位

精神 13 位／ 26 位

◎外来の 1 件あたりの医療費

　えびの市は、高血圧症と併発して
腎臓病にかかっている人が多い傾向
にあります。
　腎臓は毛細血管が集まった臓器で
あり、太い血管からすぐに細い血管
につながっています。太い血管にか
かる圧力がそのまま細い血管にかか
るため、血圧が高いと負担が大きく
なり、腎機能の低下につながります。

◎血圧と末期腎不全の関係

血圧が 120/80mmHg 未満の場合に
比べて…

上の血圧が 140mmHg 以上または
下の血圧が 90mmHg 以上の場合…

上の血圧が 180mmHg 以上または
下の血圧が 110mmHg 以上の場合…

男性では約 8 倍、女性では約 2 倍

男性では約 17 倍、女性では約 8 倍

■末期腎不全のリスク
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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぐ

防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
28
年
11
月
か
ら
平
成
29
年

3
月
に
か
け
て
、
9
道
県
12
農
場

（
県
内
で
は
2
農
場
）で
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ
5
Ｎ
6

亜
型
）の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
多

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
野
鳥
に
お
い
て
は
、
昨
年

度
、
22
都
道
府
県
２
１
８
事
例
の

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
東
ア
ジ
ア
で
は
継
続

的
に
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
防
疫

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
鳥
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

　

家
畜
の
鳥
に
異
常（
続
け
て
死

亡
し
た
な
ど
）が
あ
る
と
き
は
、

都
城
家
畜
保
健
衛
生
所
か
、
市
畜

産
農
政
課
畜
産
振
興
室
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室

☎
35
‐
３
７
４
４（
課
直
通
）

問
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
９
８
６
‐
６
２
‐
５
１
５
１防疫の徹底をお願いします

矢
筒
を
構
成
す
る
毛
皮
の
一
部
、

織
物
に
よ
る
装
飾
な
ど
が
良
好
に

残
っ
て
お
り
、
そ
の
構
造
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
成
果
で
す
。

　

平
胡
簶
の
類
例
は
、
正
倉
院

宝
物
や
春
日
大
社
宝
物
な
ど
に

あ
り
、
平
安
時
代
の
も
の
で
す
。

１
３
９
号
墓
出
土
の
も
の
は
、
こ

れ
ら
宝
物
へ
の
つ
な
が
り
を
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
る
古
墳
時
代
唯

一
の
実
物
資
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
教
育
課 

文
化
係

☎
35
‐
３
７
１
９（
課
直
通
）

唯
一
の
古
墳
時
代
実
物
資
料

島
内
1
3
9
号
地
下
式
横
穴
墓
出
土
平
胡
簶

　

市
で
は
、
現
在
、
島
内
１
３
９

号
地
下
式
横
穴
墓
出
土
遺
物
の
保

存
処
理
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
分
析
・
保
存
処
理
を
終
え
た

平ひ
ら
や
な
ぐ
い

胡
簶
、
馬
具
、
小
刀
群
の
展
示

会
を
、
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
12

月
3
日
ま
で
行
い
ま
す
。

　

平
胡
簶
は
、
矢
を
収
納
し
腰
に

下
げ
る
武
具
で
す
。
発
掘
調
査
例

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
16
例

が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
完
全
な

ま
ま
残
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
３
９
号
墓
出
土
の
も
の

は
、
金
具
と
と
も
に
、
矢
筒
底
板
、

139 号墓出土平胡簶の復元図

139 号墓出土平胡簶の底板部分

　

9
月
7
日
か
ら
11
日
ま
で
、
宮

城
県
仙
台
市
で
「
第
11
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
会
は
、
5
年
に
1
度
行

わ
れ
、
和
牛
の
繁
殖
能
力
や
産
肉

能
力
の
改
良
成
果
を
競
う
大
会
で

す
。 第

7
区
3
大
会
連
続
日
本
一

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会　

全
国
39
道
府
県
か
ら
種
牛

３
３
０
頭
、
肉
牛
１
８
３
頭
の
合

計
５
１
３
頭
が
審
査
に
臨
み
ま
し

た
。
宮
崎
牛
は
、
肉
の
う
ま
味
を

表
す
成
分
（
オ
レ
イ
ン
酸
な
ど
）

の
含
有
量
が
高
い
こ
と
を
評
価
さ

れ
、
最
高
賞
で
あ
る
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
獲
得
し
、「
お
い
し
さ
日

本
一
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　

本
市
出
品
牛
の
成
績
は
、
坂
元

一
貴
さ
ん
出
品
牛
「
あ
み
」
号
と

神
田
譲
市
さ
ん
出
品
牛「
富
士
秀
」

号
が
第
7
区
総
合
評
価
群
で
優
等

賞
首
席
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
を
、

神
田
さ
ん
出
品
牛
「
歩
」
号
が
第

9
区
去
勢
肥
育
牛
で
優
等
賞
3
席

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

坂
元
さ
ん
は
「
市
内
和
牛
担
当

の
技
術
員
の
努
力
が
日
本
一
だ
と

認
め
ら
れ
て
素
直
に
嬉
し
い
で

す
。
さ
ら
に
若
い
世
代
が
全
共
に

挑
戦
し
、
第
一
線
で
宮
崎
牛
を
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で

す
」、
神
田
さ
ん
は
「
初
め
て
の

挑
戦
で
、
チ
ー
ム
宮
崎
と
し
て
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
宮
崎
牛
日
本
一
に
貢
献
で
き

て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
今
後

も
日
々
の
飼
育
管
理
を
徹
底
し
、

お
い
し
い
宮
崎
牛
を
生
産
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
今
大

会
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室

☎
35
‐
３
７
４
４
（
課
直
通
）

第 9 区優等賞 3 席を獲得した歩号の枝肉

牛衣（ぎゅうい）をかけられたあみ号
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10
月
1
日
、
京
町
温
泉
み
な
ほ
会
主

催
の
「
ゆ
か
た
で
彩
る
え
び
の
の
街
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
京
町
温

泉
開
湯
１
０
０
周
年
に
合
わ
せ
て
え
び

の
市
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
え
び
の
市
ぷ

ら
い
ど
21
助
成
金
を
活
用
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

色浴衣でえびのをＰＲ
ゆかたで彩るえびのの街

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
市
内
外
か
ら
１
０
９

人
が
参
加
し
、
真
幸
駅
な
ど
、
市
内
３

カ
所
で
撮
影
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

湧
水
町
の
ソ
フ
ィ
ア
・
ラ
ー
ダ
ー
さ

ん
は
「
初
め
て
浴
衣
を
着
ま
し
た
。
か

わ
い
い
浴
衣
を
着
て
写
真
が
撮
れ
て
、

良
い
思
い
出
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

9
月
5
日
、
西
諸
県
花
き
振
興

会
か
ら
市
へ
、
キ
ク
な
ど
を
使
っ

た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
9

月
9
日
の
重
陽
の
節
句
に
合
わ
せ

て
、
キ
ク
の
楽
し
み
方
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
西
諸
県
の
花

き
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

大
畑
広
秋
会
長
は
「
キ
ク
を
飾

る
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
見
て
、
こ
ん
な

楽
し
み
方
が
あ
る
ん
だ
、
き
れ
い

だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
で
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

西諸県花き振興会フラワーアレンジメント贈呈

キクを楽しんでほしい

　

10
月
1
日
、
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
市
民
と
外
国
人
と
の
交
流
の

場
と
し
て
、
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
日
章
学
園
九
州
国

際
高
等
学
校
の
留
学
生
と
自
治
会

と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

や
国
際
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
サ
ル
サ

ダ
ン
ス
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
手
作
り
マ
ル
シ
ェ
や

宝
探
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

人
は
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

国際交流フェスティバル

地域の人と交流を楽しむ

　

9
月
7
日
、
小
林
地
区
電
気
工

事
業
協
同
組
合
の
9
人
が
、
市
内

の
高
齢
者
宅
で
、
電
気
設
備
の
点

検
・
電
球
の
交
換
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
漏
電
等
を
未
然
に
防

ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
今
年
は
、
研
修
中
の

小
林
秀
峰
高
校
生
徒
1
人
も
参
加

し
ま
し
た
。

　

松
枝
幸
子
さ
ん
は
「
ち
ょ
っ
と

し
た
電
球
の
交
換
で
も
、
自
分
で

は
で
き
な
い
の
で
、
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

電気工事業協同組合が高齢者宅を訪問

プロの技でボランティア

　

10
月
1
日
、
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
み
ご
み
ご
ス
タ
イ
ル

２
０
１
７
㏌
え
び
の
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ホ
ワ
イ
エ
の

活
用
と
と
も
に
、
高
齢
者
に
も
お

し
ゃ
れ
を
自
由
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
自

主
事
業
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年

で
3
回
目
で
す
。

　

今
回
は
、
6
人
の
モ
デ
ル
が
参

加
し
、
お
気
に
入
り
の
洋
服
を
身

に
ま
と
っ
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
カ

メ
ラ
マ
ン
の
岡
松
ト
モ
キ
氏
に
よ

る
写
真
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

みごみごスタイル2017inえびの

おしゃれを自由に楽しむ

　

9
月
30
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
第

1
回
え
び
の
市
の
ど
自
慢
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
の
13

歳
か
ら
90
歳
ま
で
の
19
人
が
参
加
し
、

自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
第
1
回
の
優
勝
者
は
、
大

明
司
の
田
久
見
俊
一
さ
ん
（
65
歳
）
で

心を込めた歌声で魅了
第1回えびの市のど自慢大会

す
。
田
久
見
さ
ん
は
「
全
く
予
想
も
し

て
い
な
か
っ
た
結
果
で
驚
い
て
い
ま
す
。

歌
い
終
え
た
後
は
、気
分
爽
快
で
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
市
民
約
５
０
０
人
が
来
場

し
、
出
場
者
に
温
か
い
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。　
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子孫を残すために小さな魚たちは、さまざまな驚きの作戦
をとっています。川底の砂利に卵を産んで隠すサケ。た

くさんの卵を産む事で全滅を防ごうとするメダカやコイ。
　淡水魚たちの個性あふれる作戦の数々を迫力の写真と文で
紹介しています。あっ！と驚く淡水魚たちの世界が分かる楽
しい一冊です。

内山りゅう／写真・文
（ポプラ社）

あなたの洋服ダンスに服はどれくらいありますか？ど
れを選んでも気に入って、自分に似合う服だけがそこ

にあるって素敵ですよね。
　10年前に「服を買わないチャレンジ」を始めた絵本作家の
どいかやさん。これまでの出来事をかわいいイラストと写
真で紹介されており、「裏返しブラウス」「じんべいでワン
ピース」など、すぐに使えるアイテムも満載です。

服を10年買わないって
決めてみました

どいかや／著
（白泉社）

◎お知らせ

読書感想文・感想画　表彰式
●日時＝11月18日（土）　正午～
●場所＝田の神さあの里産業文化祭会場
●内容＝市長賞・教育長賞・JAえびの市組合長賞・図書館
長賞の表彰があります。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○藤井聡太　 津江 章二 著　日本文芸社　
○孤独のすすめ　五木 寛之 著　中央公論新社　
○つくって楽しむわら工芸　瀧本 広子 編　農山漁村文化協会
○るるぶ温泉＆宿九州　 JTBパブリッシング
○なくなりそうな世界のことば　吉岡 乾 著　創元社

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎11月のスケジュール
月間行事

1 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
3 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
4 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
6 月 休館日
8 水 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
9 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55

10 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
11 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～
13 月 休館日
15 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
17 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
18 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

読書感想文・画表彰式 12：00 ～
19 日 図書館クイズラリー 9：00 ～ 16：00
20 月 休館日
21 火 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
22 水 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
24 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

25 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
27 月 休館日
26 火 ドリームカー（子育て支援センター） 10：30 ～ 12：00
29 水 館内整理日

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

◎「最近入ったお勧め本」

さかなのたまご

図書館クイズラリー
●日時＝11月19日（日）　午前9時～午後4時
●対象者＝本を3冊以上借りた人
●参加費＝無料
●内容＝図書館を回ってクイズに答えよう。正解者には、
栞のプレゼントがあります（先着50人）。さらに抽選で
30人にステキなプレゼントがあります。

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

登
校
の
小
さ
な
手
に
は
鳥
か
ば
い

羽
根
を
痛
め
し
名
の
な
き
雛
を
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ハ
ヤ
子

　
秋
も
深
ま
り
草
露
を
冷
た
く
感
じ
る
朝
の
登
校
の
子
供
達
の
見
守
を
永
年
に
わ
た
り
進
ん
で

続
け
て
い
る
作
者
は
、
何
鳥
が
わ
か
ら
な
い
傷
つ
い
た
雛
鳥
を
両
手
に
包
ん
で
い
と
し
げ
に
歩

い
て
来
る
子
供
を
目
に
し
て
、
や
さ
し
さ
と
、
切
な
さ
で
胸
詰
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
の
だ
ら
う
。

作
者
の
心
根
の
表
れ
た
愛
の
詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌秋

天
へ
歓
声
は
じ
け
川
下
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
切
嗣
子

　
と
ん
び
が
、
高
く
舞
う
澄
み
き
っ
た
蒼
天
の
秋
空
…
川
岸
に
は
、
紅
葉
の
木
々
が
連
な
り
そ

の
中
を
水
し
ぶ
き
を
浴
び
、
驚
き
の
歓
声
を
の
せ
、
舟
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
風
を
受
け
急
流
を
下

り
ま
す
。親
孝
行
の
真
似
ご
と
と
母
と
旅
し
た
想
い
出
の
一
日
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

小林

● 日時＝11月23日（木・祝）午前10時30分～午後5時
● 場所＝国道221号線および小林市中心市街地（駅周辺）
●内容＝御神幸行列、郷土芸能、マーチング、こばやし
ブライダルコンテストなどのパレードや、こばやし音頭
などの総おどり、その他パフォーマンスを行います。

こばやし秋まつり2017

秋
を
惜
し
む
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
幸
一

二
～
三
日
前
に
百
舌
鳥
の
鋭
い

高
鳴
き
を
聞
い
た

　
そ
し
て

今
夜
は
こ
の
世
の
終
わ
り
と

ば
か
り
に
ク
ツ
ワ
虫
が

ひ
っ
き
り
な
し
に
鳴
き

続
け
る

秋
の
深
ま
り
を
悲
し
げ
に

声
の
枯
れ
尽
き
る
ま
で

夜
通
し

鳴
き
通
す
の
だ
ろ
う
か

そ
れ
と
も

百
舌
鳥
と
の

鳴
き
の
交
代
を
惜
し
む
の
か

致
し
方
な
か
ろ
う

そ
の
時
な
の
だ

あ
れ
だ
け
鳴
け
ば

も
う
疲
れ
た
ろ
う
に
と

聞
く
の
を
や
め
て
窓
を
閉
め
る

今
宵
九
月
二
十
四
日

結
核
予
防
週
間
の
入
り

明
後
日
は
彼
岸
の
明
け

えびの

 えびの市企画課政策係
☎35-3712

● 日時＝11月18日（土）・
19日（日）午 前9時 ～
午後4時

● 場所＝市文化の杜（文
化センター等）周辺

● 内容＝会場では、文化
作品の展示、郷土芸能
の発表や田の神さあ
おどり大会などのス
テージイベント、特産
品の販売等が行われ
ます。

第31回田の神さあの里産業文化祭

 まつり小林実行委員会
☎24-1920
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皆
さ
ん
、
自
分
の
歯
は
何
本
あ
り
ま

す
か
？
11
月
8
日
は
「
い
い
歯
」
の
日

で
す
。い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
に
は
、
歯
が
1
本
で
も
多
く
あ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
通
常
、
大
人
の
歯

は
28
～
32
本
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
年

齢
が
上
が
る
に
つ
れ
、
歯
が
少
な
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。歯
を
失
う
一
番
の

原
因
は
歯
周
病
で
す
。進
行
し
た
歯
周

病
を
持
つ
人
の
割
合
は
、
40
歳
以
上
で

約
40
％
で
す
。

　

実
は
、
歯
周
病
は
歯
だ
け
の
問
題
で

期
的
な
歯
科
検
診
が
と
て
も
効
果
的
で

す
。
し
か
し
、
定
期
的
に
歯
科
検
診
に

行
っ
て
い
る
宮
崎
県
民
の
割
合
は
全
国

平
均
と
比
較
し
て
半
分
以
下
で
あ
り
、

60
歳
で
24
本
以
上
の
自
分
の
歯
を
持
つ

人
の
割
合
も
全
国
平
均
の
半
分
く
ら
い

で
す
。
現
在
、
宮
崎
県
で
は
、「
60
歳
で

24
本
の
歯
を
」
と
い
う
こ
と
で
、「
６
０

２
４
運
動
」
を
推
進
中
で
す
。

　
「
い
い
歯
」
を
保
つ
た
め
に
、
ま
ず
は

か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
を
決
め
、
少
な

く
と
も
1
年
に
1
回
は
歯
科
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
　

文
：
市
健
康
保
険
課 

徳
丸
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

11
月
8
日
は
「
い
い
歯
」
の
日

は
な
く
、
全
身
の
健
康
と
大
き
く
関
係

し
て
い
ま
す
。歯
周
病
菌
等
の
刺
激
に

よ
り
動
脈
硬
化
が
進
み
、
心
疾
患
や
脳

血
管
疾
患
、
糖
尿
病
や
肺
炎
な
ど
の
病

気
に
も
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。残

存
歯
と
医
療
費
を
比
較
し
た
結
果
、「
歯

が
少
な
い
人
ほ
ど
医
療
費
が
高
い
」
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
全
身
の

健
康
を
守
り
、
結
果
と
し
て
医
療
費
の

減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。歯
の
健
康
を

守
る
た
め
に
は
、
丁
寧
な
歯
磨
き
と
定

す
か
？

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。相
談
員
が
一
緒
に
悩
み
ご
と
を

考
え
、
問
題
解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

【
相
談
日
】月
曜
～
金
曜（
祝
日
を
除
く
）

【
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時

え
び
の
市
女
性
相
談
所

☎
35
‐
0
1
5
2

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
‐
1
2
3
‐
6
9
3

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
を

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
、
加

害
者
・
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
D
V
、
性
犯

罪
、
買
売
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
身
近
な
問
題
で
、
女
性
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女

共
同
参
画
の
実
現
を
妨
げ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
大
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

若
い
世
代
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

（
デ
ー
ト
D
V
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
底
に
は
、

女
性
の
人
権
の
軽
視
が
あ
り
ま
す
。こ

の
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
え
び
の
市
女
性
相
談
所

　

D
V
や
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に

つ
い
て
の
市
の
相
談
窓
口
を
ご
存
じ
で

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

高齢者の交通事故を防ごう

山岳事故に注意しましょう

紅葉のシーズンが近づき、紅葉狩りや登山を計画
している人も多いのではないでしょうか。

　毎年、全国各地で遭難・滑落などの山岳事故、登
山中のけがや体調不良で自力での下山が困難になる
事案も多数発生しています。
　このような事故を防ぐには、事前の計画、携行品
の確認、体調管理が重要です。初めて訪れる山はも
ちろんのこと、登り慣れているような山でもしっか
りと計画を立て、万全の状態で登山を楽しみましょう。

加 齢 に よ っ て 身 体 機 能 が 低 下 す る と 、判 断 力
も 低 下 し 重 大 事 故 を 起 こ す 可 能 性 が あ り

ま す 。
　 認 知 症 や て ん か ん 等 の 一 定 の 病 気 の あ る 人 や
運 転 に 不 安 を 感 じ る 人 、そ の 家 族 等 に 対 し て は 、
各 運 転 免 許 セ ン タ ー や 最 寄 り の 警 察 署 で「 運 転
適 性 相 談 」を 実 施 し て い ま す 。
　 各 運 転 免 許 セ ン タ ー で は 、看 護 師 の 資 格 を 持
つ 運 転 適 性 相 談 員 も 相 談 に 応 じ て い ま す 。秘 密
は 厳 守 し ま す 。お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

【 相 談 窓 口 】
宮 崎 運 転 免 許 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 8 5 - 2 4 - 9 9 9 9
都 城 運 転 免 許 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 8 6 - 2 5 - 9 9 9 9

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 11件
救 急 56件 年 計 600件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

9月の交通事故発生状況
人 身 10件 本年累計 67件
物 件 20件 本年累計 219件

　

今
回
は
、「
ド
ッ
ジ
ビ
ー
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
聞
き
な
れ
な
い
名
前
で
す
が
、
皆

さ
ん
も
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
な
ら
ご
存

知
で
す
よ
ね
。
ド
ッ
ジ
ビ
ー
は
、
ボ
ー

ル
の
代
わ
り
に
フ
リ
ス
ビ
ー
を
投
げ

合
っ
て
よ
け
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ド
ッ
ジ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
は
、
フ
リ
ス

ビ
ー
を
使
う
以
外
は
ほ
と
ん
ど
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
と
同
じ
で
す
。隣
り
合
っ
た
2

つ
の
大
き
な
正
方
形
を
コ
ー
ト
と
し

て
対
戦
し
ま
す
。内
野
選
手
が
フ
リ
ス

ビ
ー
に
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ア
ウ
ト

に
な
り
ま
す
。内
野
選
手
が
1
人
も
い

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
チ
ー
ム
の
負
け

で
す
。

　

ド
ッ
ジ
ビ
ー
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
、何
よ
り
「
安
全
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。

使
用
す
る
フ
リ
ス
ビ
ー
は
、
ウ
レ
タ
ン

製
で
柔
ら
か
く
、
当
た
っ
て
も
痛
く
あ

り
ま
せ
ん
。
フ
リ
ス
ビ
ー
は
、
ボ
ー
ル

よ
り
も
投
げ
や
す
く
取
り
や
す
い
た
め
、

年
齢
や
性
別
に
よ
る
差
が
少
な
く
、
幅

広
い
層
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ル
ー
ル
も
柔
軟
で
、
チ
ー
ム

の
人
数
や
コ
ー
ト
の
広
さ
も
参
加
者
に

応
じ
て
変
更
で
き
ま
す
。な
か
な
か
勝

負
が
つ
か
な
い
時
に
は
、
フ
リ
ス
ビ
ー

を
複
数
枚
使
用
し
て
、
よ
り
ス
リ
リ
ン

グ
な
試
合
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
ド
ッ
ジ
ビ
ー
用
フ
リ
ス

ビ
ー
の
貸
し
出
し
と
実
技
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と

思
っ
た
人
は
、
市
社
会
教
育
課
市
民
体

育
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
社
会
教
育
課
市
民
体
育
係

☎
35
‐
3
7
1
9
（
課
直
通
）

　
　

文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

L i f e l o n g  s p o r t

ド
ッ
ジ
ビ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

生涯スポーツ
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お 知 ら せ

◎
非
常
用
持
出
品

　
避
難
す
る
時
に
持
ち
出
す
最
低
限
必
要
な
も
の
で
す
。

　
地
震
が
起
こ
っ
た
時
、
で
き
る
だ
け
身
軽
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
持
出
品
は
避
難
に
必
要
な
物
や
貴
重

品
に
限
り
ま
し
ょ
う
。
非
常
用
持
出
品
は
リ
ュ
ッ
ク
等
に
入

れ
、
目
に
つ
く
と
こ
ろ
や
寝
室
の
枕
元
な
ど
の
持
ち
出
し
や

す
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
貴
重
品

　
現
金
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
通
帳
、
印
鑑
、
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど

〇
非
常
食
品
等

　
乾
パ
ン
、
缶
詰
、
水
、
水
筒
、
紙
製
の
コ
ッ
プ
や
皿
、
割
り
箸
、

缶
切
り
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
の
食
品
な
ど

〇
応
急
医
療
品

　
ば
ん
そ
う
こ
う
、
包
帯
、
消
毒
薬
、
胃
腸
薬
、
解
熱
剤
、

処
方
し
て
い
る
薬
な
ど

〇
生
活
用
品

　
衣
類
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
マ
ス
ク
、
軍
手
、
雨
具
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
生
理
用
品
、
紙
お
む
つ
、
携
帯
ト
イ
レ
な
ど

〇
そ
の
他

　
携
帯
電
話
、
充
電
器
、
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
電
池
、
眼
鏡
、

入
れ
歯
、
ア
イ
マ
ス
ク
、
ア
ル
バ
ム
、
本
な
ど

　阪神淡路大震災や東日本大震災、熊本地震など、大きな災害が起きると、避難所では食料などが足りない状況が必
ず起きています。自治体の備蓄は限度があり、大規模な災害が発生して被災地以外からの食料支援を受けられるように
なるには、数日かかることもあります。被災地以外からの支援を受けられるまでの数日間に必要なものは、各家庭で用
意しておきましょう。
　今月は、非常用持出品と非常用備蓄品について、参考として一例を紹介します。家族構成や季節などによって準備する
ものも変わるので、優先順位や任務分担を家族で決めておくことが重要です。

市基地・防災対策課　基地・防災対策係　☎35-1119（直通）

地震の防災・減災対策に
役立つ情報を紹介
第 4 回

◎
非
常
用
備
蓄
品

　
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た

時
に
備
え
て
蓄
え
て
お
く
も
の
で
す
。
最
低
限
3
日
間
の
備

蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
非
常
食
品

　
飲
料
水（
1
人
1
日
3
リ
ッ
ト
ル
）、
乾
パ
ン
、
缶
詰
や
レ

ト
ル
ト
の
ご
飯
・
お
か
ず
、
ア
ル
フ
ァ
米
、
栄
養
補
助
食
品
、

ド
ラ
イ
フ
ー
ド
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど

〇
燃
料

　
卓
上
こ
ん
ろ
、
固
形
燃
料
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど

〇
生
活
用
水

　
風
呂
、
洗
濯
機
へ
の
水
の
く
み
置
き
な
ど

〇
そ
の
他

　
ラ
ッ
プ
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
新
聞

紙
、
ろ
う
そ
く
、
ガ
ム
テ
ー
プ
、
ロ
ー
プ
、
バ
ー
ル
、
ス
コ
ッ

プ
な
ど
の
工
具
、
自
転
車
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど

【
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
】

　
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
と
は
、
備
蓄
し
た
食
品
を
定
期

的
に
消
費
し
、
食
べ
た
分
だ
け
買
い
足
し
て
い
く
方
法
で
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
、
備
蓄
品
の
鮮
度
を
保
ち
、
い
ざ
と
い
う

時
に
も
日
常
生
活
に
近
い
食
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ローリングストック法の仕組み

買い足す

備える

食べる

「平成29年度市民表彰式典」および
「地域活性化活動実践報告会」
　市では、政治、経済、文化、その他各般にわたって市政
振興に寄与し、その功績が顕著な人や団体を表彰します。
　また、表彰式典後には市民団体2団体による地域活性
化活動実践報告会も開催します。ぜひ、ご来場ください。

【日程】11月3日（金・祝） ［市民表彰式典］午前10時～
［地域活性化活動実践報告会］午前10時30分～
【発表予定団体】加久藤まちづくり協議会、えびのヒカリ

テラス実行委員会
【場所】市文化センター ホール
【入場料】無料
問市企画課 秘書係（市民表彰式典について）
☎35-1111（内線 302）
問市民協働課 市民協働係（地域活性化活動実践報告会に
ついて）
☎35-1118（直通）

市嘱託員（学校事務補助業務）募集

　市では、嘱託員（学校事務補助業務）を募集します。
【募集人員】1人
【業務内容】パソコン入力、来客者の対応・電話受理、給

食費等の集計、事務用品の管理、銀行用務、図書整理 等
【勤務場所】加久藤小学校
【勤務時間】午前8時～午後3時（休憩60分）
【休日】土・日、祝日

※ただし、学校の行事により休日出勤の場合あり
【報酬】5,200円（日額）
【必要な資格】普通自動車運転免許
【必要な経験等】パソコン（ワード、エクセル）ができる人、

事務経験がある人
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【雇用期間】平成30年1月1日～ 3月31日
【申込期限】11月30日（木）
【申込方法】市様式の履歴書を市学校教育課に直接、また

は郵送（11月30日必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市学校教育課にあります。

【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）および面接 ※面

接日については、募集期間終了後、応募者に連絡します。
申・問市学校教育課 総務係
☎35-3721（課直通）

「平成29年度えびの市子どもの未来
応援研修会」を開催します

　市では、すべての子どもが生まれ育った環境に左右さ
れず、その将来に夢や希望を持って成長していける社会
を目指し、子どもの貧困対策を推進しています。その一
環として、市民・関係団体・関係機関の皆さんに情報を発
信し、貧困の現状・対策を理解してもらうことを目的に、

「平成29年度えびの市子どもの未来応援研修会」を開催
します。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】11月29日（水）
【時間】午後2時～午後3時30分
【場所】市文化センター ホール
【講師】宮崎大学教育学部 盛満 弥生 准教授
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

精神障がい者文化交流会「こすもす
祭」を開催します

　西諸地域精神保健福祉協議会では、精神障がい者文化
交流会「こすもす祭」を開催します。これは、地域の皆さ
んが精神障がいについて正しく理解することで、障がい
を持っていても安心して生活できる地域づくりを推進す
ることを目的に行われるものです。ぜひ、ご来場ください。

【開催日時】11月1日（水）午前10時30分～午後2時30分
【場所】市文化センター
【参加費】無料
【内容】・［講演］「精神障がいを理解するために」［講師］

内村病院 中山 佑
たすく

 医師
・精神障がい者の体験発表・作品展示、福祉事業所紹介等
・パン・クッキー・野菜等の販売、バザー、喫茶等

【その他】アンケートに協力でプレゼントがもらえます。
問小林保健所 健康づくり課
☎23-3118
問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）
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第 1回 えび の 市 の ど 自 慢 大 会 の 取 材 に 行 きまし た 。
出 場 者 の 皆 さん は、出 番まで 落ち着 かない 様 子で

したが、舞 台 の上で は堂々と歌っていました 。感 情を 込 め
た歌 声には 心が震えました 。（ 東 ）

飲 酒 、運 動し な い、バランスの 悪 い 食 事 、夜 更 かし…
腎 臓 の 記 事 を書 いている時 に、自 分 の 生 活を思い

浮 か べ てハッとなりました 。健 康 の ため にも生 活 を見 直
さなければ…。（ 久保 田 ） 

人　口 18,804人（前月比＋10人）

男性／ 8,858人（＋21人）　女性／ 9,946人（ -11人）

転入／ 57人　転出／ 32人
出生／ 6人　死亡／ 21人

世帯数 8,535世帯（前月比＋22世帯）
（平成29年10月1日現在）

E
d
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　武力攻撃事態等において、武力攻撃から国民の生命、
身体および財産を保護し、国民生活等に及ぼす影響を最
小にするため、国・地方公共団体等の責務・避難・救援・武
力攻撃災害への対応等の措置が国民保護法に規定されて
います。
　この訓練は、全国瞬時警報システム（ Jアラート）を用
いた訓練で、えびの市以外の地域でもさまざまな手段を
用いて情報伝達訓練が行われます。※Jアラートとは、地
震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星
などを通じて瞬時に伝えるシステムです。

【訓練実施日時】11月14日（火）午前11時ごろ
【放送内容】上りチャイム音
「これは、Jアラートのテストです。」×3回
「こちらは、防災えびの市役所です。」

下りチャイム音
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

「平成29年台風第18号災害義援金」
を受け付けています

　日本赤十字社では、9月に発生した台風第18号に伴う
災害で被災された人を支援するため、義援金を受け付け
ています。この義援金は、被災地県に設置される災害義
援金配分委員会を通じて、被災者へ届けられます。皆さ
んのご協力をお願いします。

【受付期間】12月28日（木）まで
■現金持参の場合
日本赤十字社宮崎県支部えびの地区（えびの市社会福祉
協議会内）の窓口で受け付けます。※寄附金控除のため
受領証を希望する人は、窓口でお申し出ください。
■銀行から送金する場合

【日本赤十字社支部】

銀行名 支店名 口座種類 口座番号 口座名義

大分銀行 ソーリン
支店 普通 7549612

日本赤十字社
大分県支部
支部長　広瀬 勝貞

（ヒロセ カツサダ）

大分県
信用組合 本店営業部 普通 4123617

日本赤十字社
大分県支部
支部長　広瀬 勝貞

（ヒロセ カツサダ）

※金融機関によっては、振込手数料がかかります。
※受領証発行を希望する場合は、日本赤十字社大分県支
部にお問い合わせください。

［大分県支部］☎097-534-2236
【メガバンク】

銀行名 支店名 口座種類 口座番号

三井住友銀行 すずらん支店 普通 2787508

三菱東京 UFJ 銀行 やまびこ支店 普通 2105498

みずほ銀行 クヌギ支店 普通 0620367

［口座名義］日本赤十字社
※金融機関によっては、振込手数料がかかります。
※受領証発行を希望する場合は、日本赤十字社にお問い
合わせください。（☎03-3437-7081）
■郵便局から送金する場合

【金融機関名】ゆうちょ銀行
【口座番号】00110-0-635156
【口座名義】日赤平成29年台風18号災害義援金

※ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取り扱いの場合、振替
手数料は免除されます。
※受領証発行を希望する場合は、通信欄に「受領証希望」
と記載してください。
問 えびの市社会福祉協議会
☎35-2800

◎ 今月の 表 紙
10 月1 日、国 際 交 流 セ ン ターで 国
際 交 流 フェスティバ ル が 行 わ れ ま
した 。「 外 国 の人と遊 ぼう」で は、子
どもたちが 外 国 の人と一 緒 に 玉 入
れ な どの ゲ ームをして 楽し み まし
た 。

Sマークは「安全・安心・清潔」の証明

　11月は、標準営業約款（ Sマーク）普及登録促進月間で
す。Sマークは、理容業、美容業、クリーニング業、めん
類飲食店営業、一般飲食店営業の5業種で導入されてい
ます。
　Sマーク登録店は、「安全」「安心」「清潔」が保証されて
おり、事故が発生した場合の損害賠償、施設の整備の内
容、仕事やサービスの内容について、信頼できるお店です。
　お店選びは、厚生労働大臣認可のSマーク登録店を利
用することをお勧めします。
問公益財団法人 宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

市立病院のエレベーターの改修工事
を行います

　市立病院では、エレベーターの改修工事を行います。
耐震性能を追加し、安全面の強化を図るために必要な工
事です。このため、工事期間中はエレベーターの運転を
休止します。期間中は階段をご利用ください。また、工事
中は作業に伴う騒音の発生が予想されます。入院・来院

の皆さんには、多大なご不便とご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
　なお、工事期間中は、資材搬入車両用に駐車場を囲う
場合があります。駐車場が狭くなり通行の妨げになりま
すが、警備員の誘導に従い、ご協力をお願いします。

【工事期間】11月14日（火）～ 24日（金）
問市立病院
☎33-1023

緊急地震速報訓練（みやざきシェイ
クアウト）に参加しましょう

　シェイクアウト訓練とは、地震から身を守る行動「ま
ず低く、頭を守り、動かない」を身に付ける訓練です。
　震度5弱の地震が発生したとの想定で、市内に設置し
ている防災行政無線で緊急地震速報を放送します。
　緊急地震速報が放送されたら、周りの人に声をかけな
がら「周囲の状況に応じて、あわてずに、まず自分の身
の安全を確保する」行動をとりましょう。

【訓練実施日時】11月1日（水）午前10時ごろ
　インターネットや郵送、またはファックスで事前に訓
練参加登録をお願いします。参加料は無料です。

【訓練参加登録ページ】https://shinsei.pref.miyazaki.
lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=nYy1s97e
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

武力攻撃などの情報伝達訓練を行
います

　武力攻撃などの国民保護事例発生時に備え、外国など
から武力による攻撃などを受けた場合（武力攻撃事態）
を想定し、国において情報伝達訓練が行われます。

今月の納税

個人市県民税 第3期
国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期
介護保険料 第4期
10月31日（火）までに納めましょう。
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写真：ハナオチバタケ（撮影：平成29年9月22日）

枯れ葉に咲く花
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